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絶えざる挑戦と革新

トウモロコシ、小麦など穀物および大豆の国際価格が、ここ数年、急激な値上がりを示しています。異常

気象による不作に加え、新興国の経済発展による需要の拡大、バイオエネルギー生産のための需要の増大、

さらには、穀物市場への投機的資金の参入などがこの原因として挙げられています。これは、２０世紀終わり

頃から加速的に進んだ経済における地球化の一例です。他方、ブラジルでのトウモロコシや大豆の生産拡大

に誘発されたアマゾンにおける熱帯雨林の農地開発が生物多様性の喪失をもたらしているように、経済の地

球化は環境問題の地球化を派生しています。貿易に伴う外来生物の侵入もこの例です。

穀物貿易にみる経済の地球化は、腐敗しやすいものを自然な状態で長い距離を運搬することを可能とする

輸送技術の革新に支えられています。２０世紀を通じたこのような革新された技術の地球化は、オゾンホール

や地球温暖化に代表されるように、環境問題の地球化を併発してきました。環境問題の地球化に対しては、

思考の地球化が必要であり、その必要性はいろいろな局面で高まっています。農業部門においてもそれは例

外ではありません。地球の温暖化が確実に進んでいるとすれば、農作物など農業生態系に与える影響はどう

なるのであろうか。温暖化の原因が人間活動による温室効果ガスの排出であるならば、農業生産活動による

温室効果ガスの排出はどうなのであろうか。

周知のように私たちの研究所は、農業生産の対象となる生物の生育環境の保全および改善に関する基礎的

な研究を行うことを目的としています。

農業は、種の選別、病害虫の防除、除草など、たくさんの動植物種の制御（生物制御）と、耕耘、灌漑な

ど、生態系の物的要素の改変（物理制御）と、施肥による肥沃度の制御（化学制御）とからなる「生態系制

御」を本質としています。食料生産の最大化を目標とする多投入多産出の近代農業のもとでの「生態系制御」

は、その過程で生態系に大きな負荷を与えてきました。植物の成長を促し豊かな実りを得るための大量の肥

料投入や農薬散布が河川や地下水の水質を悪化させるのは、そうした負荷の一例です。

現代の農業環境研究は、しかし、上に管見した環境問題の地球化によって、「生態系制御」に内包される

環境問題のみならず、地球化する環境問題へと、そのスコープを拡大させてきました。

第Ⅱ中期目標期間における私たちの研究計画は、農業環境をめぐるリスクを解明し評価するとともに、そ

れらリスクを制御し管理する技術の開発に重点を置いた３本の柱から構成されています。具体的には、以下

の３つです。

１）農業環境のリスクの評価および管理技術の開発

２）自然循環機能の発揮に向けた農業生態系の構造と機能の解明および管理技術の開発

３）農業生態系の機能の解明を支える基盤的研究

これらはいずれも、農業が「無分別な自然の搾取」と「無責任な生産」に組みすることのないように、「生

態系制御」に内包される農業環境リスクを解明し解決策を探るとともに、健全な地球システムの持続性を脅

かさないための知の創造に向けた挑戦です。

本年報は平成１９年度の一年間に行いました私たち研究所の業務報告です。研究活動の成果のみならず、評

価・点検、広報、連携、研究支援など研究所の業務全般にわたり報告しています。

なお、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）のノーベル平和賞受賞に関して、ラジェンドラ Ｋ．パチ

ャウリ IPCC議長より、その受賞への貢献を認定する賞状が私たち研究所の元・現所員３名に授与されたこ

とをここに報告いたします。

私たちは、基本理念に掲げる、自然、社会、人間の調和と共存を目指す高い水準の研究を推進し、世界の

食料問題と環境問題の克服に貢献するという農業環境技術研究所の究極の目標に向けて邁進しています。こ

の年報が、みなさんに有用な情報を提供し役立つことを望んでいます。
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